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今
年
は
、
猛
暑
の
夏
で
し
た
。
そ
の
最
中
の
七
月

二
十
五
日
（
水
）
、
第
二
仁
生
園
夏
ま
つ
り
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

 

暑
い
中
で
の
準
備
で
し
た
が
、
当
日
は
涼
し
い
風

が
吹
く
夕
暮
れ
か
ら
お
祭
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

舞
台
で
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
「
八
つ
音
（
や
つ
の
ね
）
」

様
の
素
敵
な
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

様
の
踊
り
、
よ
さ
こ
い
「
祭
友
会
」
様
の
演
舞
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
太
鼓
隊
は
勇
ま
し
く

お
祭
り
ム
ー
ド
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
で
は
会
場
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
一
緒
に
踊
り
、
賑
や
か
な
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。 

 

ま
た
屋
台
で
は
、
地
元
上
の
原
地
区
の
有
志
様
、

県
立
北
杜
高
校
赤
十
字
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

生
徒
の
皆
様
、
（
株
）
ミ
ー
ト
池
田
様
、
シ
ミ
ッ
ク

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
職
員
様
と
給
食
委
託
業

者
の
日
清
医
療
食
品(

株)

職
員
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
家
族
様
か
ら
も
「
い
い
お
祭
り
で
し
た
ね
」
と

言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と
職
員
一
同
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

   

七
月
二
十
八
日 

(

土)

、 

仁
生
園
夏
ま
つ
り
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
台
風
に
み
ま
わ
れ
、
残

念
な
が
ら
屋
内
会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

悪
天
候
の
中
、
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

楽
謡
甲
斐
様
、
小
島
加
奈
様
と
寿
美
浩
会
様
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
皆
様
唄
を
口
ず
さ
ん
で

お
ら
れ
、
ご
一
緒
に
手
拍
子
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
ご
様
子
で
し
た
。

屋
台
も
好
評
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
「
盆
踊
り
」
「
こ
れ
か
ら
音
頭
」
で

は
会
場
が
一
体
と
な
り
感
動
的
で
し
た
。 

ま
た
、
七
月
三
十
日 

(

月) 

に
花
火
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
日
の
お
忙
し
い
中
、
大
勢
の
方
々
に

ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
に

歓
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。 

実
行
委
員
長
と
し
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
改
め
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
の
温

か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
大
き
な
怪
我
や
事
故
も
な

く
、
無
事
に
夏
ま
つ
り
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

仁

生

園

夏

ま

つ

り 

第

二

仁

生

園

夏

ま

つ

り 

第
二
仁
生
園 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長 

 

斉
藤 

諒 

 

仁
生
園 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長 

 

青
山 

稔 

 

を
開
催
い
た
し
ま
し
た 

～ 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
園
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

～ 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 

 

七
月
二
十
八
日
（
土
）
、
仁
生
園
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
あ
い
に
く
の
雨
模
様
…
屋
内
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
お
足
元
の
悪
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
ご

来
園
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
で
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

夏
ま
つ
り
当
日
、
雨
天
の
た

め
延
期
に
な
っ
た
花
火
…
日
を

改
め
、
七
月
三
十
日
（
月
）
の

夜
七
時
よ
り
花
火
大
会
を
行
い

ま
し
た
。 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
夏
の

夜
空
を
彩
る
花
火
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。 

当
日
は
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
職
員

一
同
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
ま
た
来
年
の
夏
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
！
来
年
こ
そ
晴
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 
 

 

利用者様による開会宣言で
今年度の夏まつりのはじま
りです!! 

「エイエイオー!!」と元気な
掛け声をいただきました。 

今年も渡辺英子北
杜市長がお越しく
ださいました。 

ＪＡ梨北女性部長坂支部の
方 8 名がボランティアに来
て下さいました。後日の片
づけもご協力くださり大変
助かりました。ありがとう
ございました。 

わたがしは子ど
もたちにも大人
気!!長い列ができ
ていました。 

小島加奈様と寿
す

美
み

浩会
ひろかい

の皆様による

歌と舞踊。「花笠音頭」「雪椿」「お

座敷小唄」など、馴染みのある曲でし

た。青い山脈などではみなさん一緒に

歌って楽しみました。 

楽
がく

謡
よう

甲斐
か い

の皆様によるアトラ

クション。「おてもやん」や

「甲州盆唄」など、様々な唄

をご披露いただきました。 

デイサービス特製の
「クラフトストラッ
プ」。かわいらしい出
来で、あっという間に
完売でした。 

利用者様による「これから音頭」。一堂に
会して踊った風景は圧巻でした。利用者の
皆様、ありがとうございました！ 

今川焼や焼きそば、豚汁、や
すらぎ特製カレーなど、屋台
も大賑わいでした♪お味はい
かがでしたでしょうか!? 

今年の夏まつ
りのフィナー
レは盆踊り！
楽謡甲斐様の
生演奏で「炭
坑節」と「武
田節」を踊り
ました。 

  

男性職員が中心と
なり猛暑の中、準備
をしました。皆様に
喜んでいただくた
めに…その一心で
チェックにも余念
がありません！ 

夕食後、たくさんの利用
者様が集まってくださ
いました。夕涼みをしな
がら、今か今かと花火を
待ちわびています。 

「ずっと見ていた
いね」そんな風に
思う夏のひととき
でした。 

仁生園オリジナル
の「ナイアガラ」。 

とてもきれいでし
た。 
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愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算
で
、
利

用
者
の
快
適
性
と
安
全
性
を
保
つ
と
共
に
介
護
業
務
に
あ

た
る
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
先
進
的
な
介
護
機
器
整

備
費
と
し
て
百
三
十
万
円
を
措
置
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

仁
生
園
の
利
用
者
は
年
を
追
っ
て
高
年
齢
化
し
、
こ
れ 

 
 

 

に
並
行
し
て
介
護
度
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

ベ
ッ
ド
も
上
半
身
の

移
動
、
下
半
身
の
移
動

そ
れ
に
全
身
の
移
動
と

三
段
構
え
の
電
動
ベ
ッ

ド
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
回
は
以
上
の
機
器

を
下
記
の
写
真
の
よ
う

に
整
備
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
援
会
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

                        

～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 ～ 

第
二
仁
生
園 

防
災
訓
練 

～ 

 

 

六
月
一
日
（
水
）
、
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
訓
練
で
す
が
、
皆
様
落
ち
着
い

て
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

昨
年
は
雨
天
で
屋
内
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
屋

外
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
存
分
に
味
わ
い
、
夏
の
季
節

を
感
じ
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
来
年
の
夏
ま
つ
り
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
！ 

 

七
月
二
十
五
日
（
水
）
、
第
二
仁
生
園
夏

ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

平
日
の
夕
方
か
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
多

く
の
皆
様
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

屋 台 は 大 忙
し！ 

日清医療食品、
ボランティア
の皆様にご協
力いただきま
した。 

ありがとうご
ざいました。 

マンドリン
演奏は「八
つ音」の皆
様。素敵な
演 奏 で し
た。 

「ハイビス
カス」の皆様
による素敵
なフラダン
ス♪とても
華やかでし
た。 

よさこい「祭
友会」の皆様
の迫力のある
演舞。 

会場の皆も参
加して大盛り
上がり！ 

～利用者様による太鼓演奏～ 

夕暮れに太鼓の音が響きました 

毎年恒例、職員による余興です。 

今年は「ダンシングヒーロー」のダンス！ 

練習の成果を発揮できたでしょうか… 

お祭りのフィナーレは全員で盆踊り。 

「武田節」と「炭坑節」を踊りました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 会場の様子。青空から、徐々に日が暮れていくのも心地よかったです。 
ご家族様も大勢お集まりいただきました。 

午後６時、いよいよ夏まつりのスタートです！ 



平
成
三
十
年
七
月
一
日
～ 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                             

                           

                            

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 
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い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 
・
北
杜
市 

 
 
 

 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山 

口 
 

潤 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

市 

原 
 

彌
惠
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

お
話
サ
ポ
ー
ト 

な
の
花
の
会 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 

楽
謡
甲
斐
（
が
く
よ
う
か
い
）
様 

・
北
杜
市
ほ
か 

 
 
 
 

小 

島 
 

加 

奈 
 

様 
寿
美
浩
（
す
み
ひ
ろ
）
会 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

Ｊ
Ａ
梨
北
女
性
部 

長
坂
支
部 

様 

・
北
杜
市 

マ
ン
ド
リ
ン
「
八
つ
音
（
や
つ
の
ね
）
」
様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

よ
さ
こ
い
「
祭
友
会
」 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」
様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

上
の
原
地
区 

有
志 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

 
 

山
梨
県
立
北
杜
高
等
学
校 
様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

（
株
）
ミ
ー
ト
池
田 

 
様 

・
シ
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

様 

 

仁
生
園 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

  

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ 

   

～ 
夏
の
ド
ラ
イ
ブ 

 
 

穴
山
へ 

～ 

後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
北
杜
市 

 
 
 

相 

吉 
 

節 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

浅 

川 
 

孝 

幸 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

伊 

藤 
 
 

進 
 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

今 

井 
 

信 

富 
 

様 

・
笛
吹
市 

 
 
 

梶 

原 
 

正 

富 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

川
端
下 

 
 

稔 
 

 

様 

・
東
京
都 

 
 
 

木 

村 
 

邦 

昭 
 

様 

・
韮
崎
市 

 
 
 

久
保
田 

 

文 

雄 
 

様 

・
韮
崎
市 

 
 
 

細 

田 
 

太
満
美 

 

様 

・
東
京
都 

 
 
 

佐 

藤 
 

き
よ
子 

 

様 

・
埼
玉
県 

 
 
 

栗 

原 
 

き
よ
み 

 

様 

・
東
京
都 

 
 
 

杉 

本 
 
 

進 
 

 

様 

・
東
京
都 

 
 
 

山 

本 
 

美
根
子 

 

様 

・
長
野
県 

 
 
 

武 

居 
 

義 

勝 
 

様 

・
東
京
都 

 
 
 

 

橘 
 
 
 

徹 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

 

堤 
 
 

辰 

彦 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

長 

坂 
 

常 

充 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

奈 

良 
 

け
さ
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

斉 

藤 
 

雪 

子 
 

様 

・
南
巨
摩
郡 

 
 
 

望 

月 
 

春 

江 
 

様 

・
韮
崎
市 

 
 
 

八 

巻 
 

克 

也 
 

様 

・
静
岡
県 

 
 
 

山 

下 
 

洋 

一 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

山 

寺 
 

園 

江 
 

様 

・
甲
府
市 

 
 
 

吉 

田 
 

友 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 

 

新
生
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

入 

江 
 
 

薫 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

(

資)  

内
田
盛
和
堂 

  

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

武 

田 
 

和 

久 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

清 

水 
 

洋 

平 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 

長 

田 
 

伯 

雄 
 

様 

 

 

七
月
下
旬
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
花
が
見
頃

を
迎
え
ま
し
た
。
こ 

 

 

七
月
中
旬
、
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し

た
。
今
回
の
目
的
地
は
韮
崎
市
の
穴
山
町
で

す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

～ 

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た 

～ 

 
の
ペ
チ
ュ
ニ
ア
は
利

用
者
様
が
種
を
ま

き
、
お
手
入
れ
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
日
は
皆
様
で
記
念
写
真
！
ピ
ン

ク
や
紫
、
白
な
ど
…
と
て
も
色
鮮
や

か
な
花
た
ち
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
玄
関
で
毎
日
利
用
者
様
を

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。  

穴
山
町
内
の
大
賀

ハ
ス
池
で
蓮
の
花
が

見
ご
ろ
を
迎
え
た
と 

い
う
こ
と
で
見
学
へ
。
池
一
面
に
茂

る
葉
と
桃
色
の
大
輪
の
花
は
見
事

で
、
入
居
者
様
も
大
変
驚
か
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
穴
山
さ
く
ら
公
園
で
お

茶
を
飲
ん
で
ひ
と
休
み
。
気
持
ち
の

よ
い
ド
ラ
イ
ブ
に
な
り
ま
し
た
。 
 
 
 
 
 

 

 


